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発足に当って 
 

SPring-8 は従来のユーザー組織、サブグループを改組し、H18 年度より新た
な組織、利用者懇談会を発足させた。Ｈ１８年６月の時点で３４のグループが登
録されており、本研究組織「赤外光励起による新物質プロセッシング」もそのう
ちの一つである。全体は「先端科学開拓」「エネルギー・環境」「イ メージン
グ」「バイオ・ソフトマター」「情報・磁性デバイス」「ポリマーサ イエンス」
「地球惑星科学」「安全・安心社会構築」「新産業育成」に大別され、本研究会
は「新産業育成」に区分されている。以下、研究会の趣旨と今後の２年間の活動
計画について述べる。 
近年、電子励起による新物質合成の試みが盛んに行われており、これに関して

重点領域研究などの組織的な研究が進められ、学会等でも何回かシンポジュウム
が企画されているところである。この流れの中では、赤外光は従来取り上げられ
てこなかった領域である。この分野の研究者がまだこのテーマに関して真剣に取
り組んでこなかったからであろう。最近、赤外光に関しても振動励起により物質
の制御を行うという試みが出てきて注目されるに至っている。このような萌芽が
生まれてきたところで、これを積極的に育て、発展させていく事は我々赤外光関
係の研究者の義務でないかと考えている。この流れの一方で、冒頭にも述べたよ
うに SPring-8 の方でもビームラインの将来計画や、ユーザーグループ組織の点で
が今大きく変ろうとしている。この流れを無為に看過する事は、我々の分野にと
って歴史上の失態となる。 
特に現在の SPring-8 の方向性として、産業界への応用という点が強調されて

いる事は注目すべき点で、これは SPring-8 としては新たなマーケット開拓という
意味を持ち、我々からは、応用からのビームラインへの提言ができるという相乗
の結果をもたらす。 
こういう背景を持って本研究会が発足したが、この研究会の目指すものは、他

の研究会と少し異なり、「応用に根ざした研究会」という事である。まずそれぞ
れの研究者の応用目的があり、SPring-8 はそのための遂行手段の一つである。こ
の目的を達成するためその周辺も含めた研究者が集うという事になる。この研究
者の広がりという事が大切だと考える。従来赤外光というと、単に分光を行うと
いう理解がほとんどだと思われるが、このように SPring-8 の赤外ビームライン利
用を限定してしまうと研究の広がりが出ない。物質合成や作成プロセスの制御に
活用しようとすれば、その周辺も含めて幅広く研究しなければならない。本研究
会では、赤外分光の専門家がいる一方で「拡散」研究の研究者や、理論の研究者
もいる。またテラヘルツ領域の研究者や、電子励起の研究者なども招待して、積
極的に交流を図るのはそのような意図があるからである。逆にあまりに広めてし



まい、「おまえが集めた研究者に共通のテーマがあるのか？」と問われるかも知
れない。それに対しては「ある」と答えておきたい。共通する事はいずれも「原
子の動き」をとらえる研究であり、それは赤外領域に主要な応答振動数があると
いう事である。 
「赤外光励起による新物質プロセッシング」というテーマで何を行うのか？差し
当たり私自身のテーマである「赤外線励起による不純物拡散の制御」を掲げてい
る。従って、そのような目的を共有する研究者をまず募ったわけであるが、もち
ろんこれは単に一例に過ぎない。この目的だけに限定されるべきでなく、多様な
ものがあってしかるべきである。というより、もっと魅力的なものが出てくる事
を期待している。ただ現時点で何かトピックスをと問われれば「赤外線励起によ
る不純物拡散の制御」だと答えておきたい。 
アカデミックな立場からこの研究テーマの意義について触れたい。従来の伝統

的な赤外分光は周波数のスペクトルを観測する事である。近年では振動を実時間
で観測する事が発展してきている。これはフォノンの緩和現象から始まり、コヒ
ーレントフォノンの研究までさまざまな発展を示している。一方で拡散はまさに
時間発展の問題であるが、しかしながらこれはマクロな時間発展の現象であり、
フォノンというミクロな時間スケールでの時間発展との間には大きな隔たりがあ
る。この間をつなぐものが実時間での振動エネルギー緩和の研究である。このと
ころは理論的な取り扱いが最も複雑なものであるので、従来の理論家には敬遠さ
れていたものであるが、しかし応用という立場からするとこの中間領域をつなぐ
問題は避けて通れない。応用が理論を刺激する例になると考えている。 
また我々は研究というものを常に未来に対して開かれたものとしてみなければ

ならない。その意味で「赤外光」というものと同時に、光源としての自由電子レ
ーザーの動向、あるいは今走っている中性子実験施設などの動向は常に注意して
見ていたいところである。 
これからの２年間、研究会の主要な活動は、年３回くらいの研究会活動を中心

とする。その中でトピックスを作り、プロジェクト化し予算申請などを行いたい。
最終年度には国際会議の立案を行いたい。そのためにはメンバーの恒常的なアイ
デア、意見交換、コミュニケーションが必要である。そのためのホームページの
開設などを行いたい。 
最後に一言。ここまで、発足に当たっての研究者を鼓動させるような調子で書

いたため、このビームの従来からの利用研究者を無視した言い方のように受け取
られたとしたら、お詫び申し上げたいし、またそれは私の意図するところではな
い。一般論として、何かの装置を立ち上げるときの努力は並大抵なものではない。
ほとんどそのためだけに身を捧げ、なおかつその間は論文など書けない非常に自
己犠牲の大きな過程である。ましてやこれは SPring-8 という世界有数の装置であ
る。関係者の努力は私の想像を超えるものである。一旦できた後ではあれが足り
ないとか、これが足りないと批判する事は簡単だ。しかし過去があって初めての



現在だという事は忘れてはならない。我々のこれから行う事は、これまでのその
ような先駆者の方々へ敬意を払いつつ、かつこれまで培われた先駆者のノウハウ
を踏まえながらの提案であるべきだということを強調したい。その意味で、
SPring-8 の赤外ビームラインの立ち上げに多大な尽力を捧げられた難波先生（神
戸大）には研究会の立ち上げの際、いろいろご指導していただきここに感謝の意
を表します。また Spring-8 での装置の運転をされている森脇、池本両氏には現地
におられるという事情でいろいろお世話をしていただき改めてここでお礼の言葉
を述べさせていただきます。 
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